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事件は現場で起きているんだ！
～漁業指導所と普及指導活動～

海
洋
局
が
所
管
し
て
い
る
業
務
は
流
通
対
策
や
漁
協
合
併
な

ど
、
水
産
業
と
一
口
に
言
っ
て
も
ぜ
の
分
野
は
多
岐
に
渡
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
務
は
基
本
的
に
は
本
庁
で
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
刻
々
と
変
わ
っ
て
い
く
現
場
の
状
況
や
漁
業
者
ニ
ー

ズ
の
把
握
、
あ
る
い
は
新
た
な
流
通
へ
の
取
り
組
み
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
は
机
の
上
、
頭
の
中
で
考
え
る
だ
け
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
し
、

現
場
で
な
い
と
肌
で
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
は
多
く
、
ま
た
現
場
で

し
か
出
来
な
い
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
行
政
と
漁
業
者
の
間
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
い
、
漁
業

現
場
で
漁
業
者
の
取
り
組
み
の
サ
ポ
ー
ト
に
奔
走
す
る
、
漁
業

指
導
所
と
普
及
指
導
員
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【編集後記】
本庁生活も８年目に
入り、すっかり現場と乖
離してしまいました。現
場に行っても既に使い
ものにならないとも言
われていますが、それ
でも毎日のように上司
に異動希望を訴えてい
ます。もし来年異動して
なかったら育児休暇を
１年取ってやる(T_T)

【コ
ラ
ム
】

「
現
場
の
空
気
」

行
政
は
も
と
よ
り
、
系
統
団

体
で
も
現
場
か
ら
遠
い
組
織
ほ

ど
、
現
場
の
空
気
、
意
識
が
身

近
で
な
く
な
る
こ
と
は
否
め
な

い
。
こ
れ
は
、
漁
協
合
併
の
議
論

で
も
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
よ
く
取

り
上
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
組

織
的
な
部
分
で
い
え
ば
、
時
限

的
に
対
応
す
る
な
り
工
夫
は
あ

れ
う
し
、
属
人
的
な
部
分
で
い

え
ば
、
人
事
異
動
で
対
応
で
き

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
硬
直
的
な

組
織
、
人
事
で
な
く
、
柔
軟
性

を
持
た
せ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
。

■
幅
広
い
支
援
分
野

ま
ず
定
型
的
な
業
務
と
し
て
は
、

水
揚
げ
状
況
の
把
握
や
、
漁
場
の

水
温
、
水
中
の
酸
素
量
等
を
測
定

し
て
漁
業
者
へ
提
供
す
る
事
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
養
殖
の
盛
ん
な

地
域
で
は
、
養
殖
魚
の
病
気
を
診

断
し
て
適
切
な
対
処
を
指
導
し
た

り
、
赤
潮
の
調
査
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

ぜ
の
他
、
先
進
事
例
を
視
察
調
査

し
て
、
ぜ
の
技
術
を
導
入
す
る
試
験

を
行
っ
た
り
、
個
別
経
営
体
の
経
費

分
析
を
行
っ
て
効
率
的
な
経
営
を

提
案
し
た
り
も
し
ま
す
。
ま
た
海

洋
局
の
重
点
課
題
で
あ
る
流
通
販

売
の
分
野
で
は
、
漁
業
者
と
と
も
に

営
業
に
回
っ
た
り
と
、
実
に
幅
広
い

支
援
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
漁
業
指
導
所
と
は

沿
岸
漁
業
者
等
に
対
し
て
技
術
や
知

識
を
普
及
し
て
漁
業
者
の
資
質
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
漁
業
活
動
や

組
織
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、

水
産
振
興
課
の
出
先
機
関
と
し
て
室
戸
、

中
央
（須
崎
市
）、
土
佐
清
水
、
宿
毛
の

４
箇
所
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
普
及
内
容
の
変
遷

普
及
指
導
員
制
度
（旧
水
産

業
改
良
普
及
員
制
度
）は
昭
和

28
年
に
発
足
し
、
当
初
は
漁
労

技
術
の
改
善
や
新
た
な
漁
法
の

導
入
、
あ
る
い
は
新
規
漁
場
の

開
拓
な
ど
、
生
産
性
を
い
か
に

向
上
さ
せ
る
か
と
い
う
取
り
組

み
が
主
で
し
た
。

ぜ
の
後
、
漁
業
従
事
者
の
生

活
改
善
や
経
営
指
導
な
ど
も
行

う
よ
う
に
な
り
、
最
近
で
は
魚

価
低
迷
を
反
映
し
て
流
通
販
売

支
援
に
重
点
を
移
す
な
ど
、
普

及
内
容
も
時
代
と
と
も
に
複
雑

化
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

■
現
場
第
一
主
義

海
洋
局
で
は
浜
の
主
役
で
あ
る
漁

業
者
自
ら
行
う
流
通
、
販
売
等
の
取

り
組
み
に
対
し
て
、
今
後
と
も
現
場

第
一
主
義
で
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

漁業経営のことなら、
今すぐお電話を！

専門アドバイザーが、漁業
経営、流通改善について無
料でご相談に応じます。まず
はお電話を！

●漁業経営指導協会 ｔｅｌ 088-825-3980

●上原アドバイザー ｔｅｌ 090-1570-4904

漁
協
合
併
を
推
進
し
ま
し
ょ
う

●
購
買
は
漁
協
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

●
預
金
、
公
共
料
金
は
信
漁
連
へ

各
指
導
所
と
も
、
所
長
と
３
名

の
普
及
指
導
員
が
配
属
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
行
政
改
革
に
よ
る

厳
し
い
人
員
削
減
の
中
、
海
洋

局
で
は
、
「各
指
導
所
が
抱
え
る

流
通
販
売
等
の
課
題
解
決
の
た

め
に
は
現
場
で
の
漁
業
者
支
援

が
最
も
重
要
」と
の
考
え
か
ら
、

平
成
17
年
度
か
ら
２
名
（宿
毛
、

室
戸
）増
員
さ
せ
て
い
ま
す
。

指導所 担当区域 主な漁業 課 題

室戸
東洋町～

安田町

定置網、ｷﾝﾒ釣、
ｻﾊﾞ釣

定置網市場統合

ｷﾝﾒﾀﾞｲﾌﾞﾗﾝﾄﾞ強化

中央
安芸市～

四万十町

ﾊﾞｯﾁ網、養殖

ｼｲﾗまき網

ｳﾙﾒ釣

ｲﾜｼｼﾗｽ、ﾆｷﾞｽ、ｼｲ
ﾗ消費拡大

養殖ﾏﾀﾞｲ産地化

土佐

清水

黒潮町～

土佐清水
市

ｻﾊﾞ釣、定置網

ﾒｼﾞｶひき縄

ｶﾂｵ一本釣

ﾒｼﾞｶ価格対策

清水ｻﾊﾞ販売強化

佐賀ｶﾂｵﾌﾞﾗﾝﾄﾞ強化

宿毛
大月町～

宿毛市

養殖、ｲﾜｼ･ｱｼﾞ･
ｻﾊﾞまき網

養殖販売系統化

まき網販売強化

漁業者が気軽に訪れる宿毛
漁業指導所と診断結果を漁
業者に伝える普及指導員

■
漁
業
者
の
信
頼

と
か
く
行
政
と
い
う
と
、
身
構
え

ら
れ
が
ち
な
存
在
で
す
が
、
普
及

指
導
員
は
地
域
の
漁
業
・漁
村
に

は
無
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
し

て
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
ぜ
の
扱

い
は

度
異
な
り
ま
す
。

こ
の
評
価
の
背
景
に
は
、
最
近
で

言
え
ば
「ド
ロ
メ
（イ
ワ
シ
稚
魚
）の

冷
凍
保
存
技
術
開
発
」や
「ま
き
網

漁
獲
物
の
販
売
活
動
支
援
」な
ど
、

今
ま
で
の
支
援
の
成
果
も
あ
り
ま

す
が
、
ぜ
れ
以
上
に
普
及
指
導
員
が

地
元
に
溶
け
込
み
、
漁
業
者
と
と
も

に
波
に
洗
わ
れ
、
汗
を
流
し
、
人
と

人
と
の
関
わ
り
の
中
で
培
っ
て
き
た

人
間
関
係
、
信
頼
関
係
に
よ
る
と
こ

れ
が
最
も
大
き
い
よ
う
で
す
。

各
地
域
に
行
け
ば
今
も
伝
説
的
に

名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
普
及
指
導
員

も
い
ま
す
し
、
あ
る
問
題
が
起
き
た

際
な
ど
、
漁
業
者
と
一
体
と
な
っ
て

本
庁
に
異
を
唱
え
る
指
導
員
も
い

る
な
ど
、
地
域
の
漁
業
者
の
こ
と
を

真
剣
に
考
え
て
い
ま
す
。
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